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（故）村上秀則氏は、厚岸寄席轉倒蟲を当地に於いて通算 21 回実施された。町民皆様のご協力に
より大変喜ばれておりましたが、今年 1 月に突然病魔におかされ無念で旅立って逝かれま
したが、金原亭伯楽、金原亭龍馬両師匠は、生前村上氏には今日まで何かとお世話になり
ましたお礼とご恩返しの気持ちで、厚岸で村上氏の追悼落語会をやらせてくださいと
の伯楽師匠の心温まるご意志により、村上氏への供養をはじめ日頃より落語が好き
だと言われている方々には「生」で聴ける最高の機会であります、友人・知人お誘い
あわせで是非ご来場くださいませ。 実行委員一同心よりお待ちしております。

開場：午後2時30分　開演：午後3時

◆会　場／恵海山 吉祥寺（厚岸町梅香 1丁目）
◆前売券／お一人様　1,000円（当日券もございます。）

金原亭伯楽 金原亭龍馬金原亭伯楽 金原亭龍馬金原亭伯楽 金原亭龍馬金原亭伯楽 金原亭龍馬＆

両師匠による追悼落語会へのご案内

金原亭伯楽金原亭伯楽
きんげんてい はくらくきんげんてい はくらく きんげんてい りょうまきんげんてい りょうま

金原亭龍馬金原亭龍馬

◆日時／平成30年9月16日（日）

主催／村上秀則氏追悼落語会実行委員会・前売券取扱い先／○一 タバタ（松葉）、ポウラスターミヤカワ（港町）主催／村上秀則氏追悼落語会実行委員会・前売券取扱い先／○一 タバタ（松葉）、ポウラスターミヤカワ（港町）

▼
▼

▼

■先月号のクイズの答え　　
　①＝イ（2020年）　②＝ウ（700人）
　③＝ウ（261カ所）

広
報
ク
イ
ズ
の
抽
選
は
正
解
者
の
中
か
ら
無
作
為
に
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
当
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
抽
選
か
ら
外
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問題ごとに正しい答えを選び、はがきに書いて送
ってください。（町内の人に限ります）
正解者から抽選で今月は5人にコンキリエ利用券
を差し上げます。

①事業者が障がい者のために行う環境整備に必要
な費用の助成に係る助成率は（ヒントは4～5㌻）
ア＝1/2　イ＝1/3　ウ＝1/4

②平成29年のオオハクチョウの初飛来日は10月
何日か（ヒントは8㌻）
ア＝7日　イ＝8日　ウ＝9日

③8月20日現在のヒグマの目撃件数は（ヒントは
18㌻）
ア＝45カ所　イ＝46カ所　ウ＝47カ所

　応募方法／はがきに答え、住所、氏名、年齢、
電話番号を書いて送ってください。
　あて先／〒088－1192
　　　　　厚岸町真栄3丁目1番地
　　　　　厚岸町役場『広報クイズ』係
　締め切り／10月15日（月）（当日消印有効）
※先月は45人から応募があり、次の人が当選し
ました。鈴木トキ／中島　誠／加藤好子／伊藤昭
二／土屋結愛   　　　　　　　　　　　〈敬称略〉
…………………………………………………………
寄せられたはがきの個人情報は応募目的以外には
使用せず、厳重に保管します。
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